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 ２度目の「東京オリンピック・パラリンピック」開催を 2020年に控え、日

本におけるスポーツとオリンピックの歴史をひもとく展覧会の開催である。 

 本展では、前半で「江戸から明治にお

けるスポーツ事情」に着目して、蹴鞠、

相撲、打毬などの伝統的な競技に関す

る絵画や道具類から、近代オリンピッ

クで活躍した日本人選手の競技用具や

メダルなどの多彩な資料を、一味違う

浮世絵などを通して紹介をしている。 

 さらに、西洋スポーツに関する最初期の書籍の公開に加えて、日本の近代スポ

ーツ受容道のりを辿っている。後半の展示は、日本人最初のオリンピック選手が

誕生した「第５回ストックホルム大会」や“幻の五輪”といわれる「1940 年東

京大会」に、熱狂した「1964 年東京大会」の貴重な資料やカラー映像で回顧す

る特集が企画されている。最後に来年開催の「東京 2020 大会」の見どころが紹

介されているので、この機会に日本のスポーツや東京オリンピックについての

見識を深めるためには非常に役立つ展覧会の開催である。 

 

       


